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経済学研究科 経済学専攻 修士課程

経済学研究科 経済学専攻 修士課程は、本学の立学の精神に則り、「高度な専門職業人及び研究者
を育成すること」を本研究科の目標としています。これに基づき、次の資質・能力を身につけた学
生に修士（経済学）の学位を授与します。

①経済学に関する専門知識を身につけ、それを経済社会に適用することができる。

②専門領域における独創性を大切にし、課題を解決する能力を身につけている。

③人々に自らの研究成果をアピールできるプレゼンテーション能力と、相互理解を深めるためのコ
　ミュニケーション能力を身につけている。

経済学研究科 経済学専攻 修士課程で学ぶためには、経済学およびその関連分野について学部で
培った基礎力および応用能力を持つことが求められます。また企業・研究機関等において、高度な
専門職業人および研究者として、経済・社会の発展に貢献したいという強い意志と意欲を持つ積極
的な学生が望まれます。具体的には、次のような資質・能力を身につけている人を受け入れます。

①理論・歴史・政策の各分野における基礎的素養を有し、経済学上の諸問題を解明しようという情
　熱を持っている。

②経済・社会に対する深い関心と旺盛な探究心を持ち、自分自身で課題を見出し、その解決に挑戦
　しようという意欲がある。

③大学院在学中だけでなく、修了後も、社会および学問の発展に貢献するために、生涯にわたって
　自主的・継続的に研究を続ける意欲がある。

経済学研究科 経済学専攻 修士課程は、学位授与方針に示す資質・能力を身につけた自立した専門
家・研究者を育成すべく、専修分野を「理論経済・経済史」「経済政策」「現代産業構造」に分
け、コースワークとリサーチワークを適切に配置し、次のような方針で教育課程を編成します。

①コースワークでは専修分野の諸科目を修得し、高度な知識や分析手法を身につける。それにより、
　豊かな学識と高度な専門知識および高い倫理観を獲得し、物事を正しく理解・表現できるように
　する。

②リサーチワークでは、指導教員による「研究指導科目」において、修士論文作成に必要な諸方法
　を修得する。経済学上の未解明の問題に対する研究・調査方法、経済学的思考方法、論理的展開
　方法を身につける。

③少人数・双方向性を確保した授業体制の下、経済学研究科の主催する報告会で研究成果を発表し、
　プレゼンテーション能力やコミュニケーション能力を身につける。

④シラバスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基づき、厳格な成績評価と単位認定を
　行う。学位論文については、経済学研究科修士課程の学位論文審査基準に基づき審査する。また
　指導教員が、学生の進路や関心に基づく個別指導を行うことで、個々の達成度と自身の将来計画
　に沿った自主的な学びを進めることができるようにする。


